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はじめに

　グローバル化の進展をはじめとする社会情勢の変化を背
景に、世界共通語の一つとしての英語の需要が高まってい
る。それに伴い、就学前教育、学校教育において、早期か
らの一貫した英語教育の推進が喫緊の課題となっている。
　そこで、美馬市では『一歩先を行く0 歳児から中学校
卒業までの英語教育の実現～県内トップクラスの教育環
境整備と地域社会・国際社会で活躍できる人材の育成～』
を基本方針とし、その達成に向けた取組を推進するために、

「美馬市英語教育推進計画」を２０１８年に策定した。
　この計画は、最上位計画である「美馬市第２次総合計画」、
上位計画である「第２次美馬市教育振興計画」（教育大綱）
との整合性を図りながら、本市の英語教育の充実を目的と
した、英語教育における具体的な施策や事業を示したもの
である。
・計画期間は、２０１８年度から２０２２年度までの５年間とす

る。ただし、この期間中、文部科学省や徳島県の方針や
施策の展開を踏まえ、必要に応じて見直しを行うととも
に、具体的な計画を作成し、事業を実施することとする。

・基本目標は次の３点である。
(1) 地域社会・国際社会で活躍できる人材の育成。
(2) 積極的に人と交流できるコミュニケーション能力の育

成。
(3) 自分の言葉で伝えられる発信力の育成。
　以下、本推進計画の具体的施策・事業について説明さ
せていただく。

１．組織的な英語教育推進体制の確立

　各学校等の実態を踏まえて実現可能な施策を展開する
ため、市及び教育委員会、各学校等が協働して、英語教

育推進に向けた中心的組織を構築して取り組んでいる。
(1)２０１７年１０月に、０歳児から中学校卒業までの一貫し

た英語教育を推進するための組織「美馬市英語教育
推進委員会」を設置し、具体的な施策について、随
時協議・検討を行っている。委員は、教育委員会、保
険福祉部、小学校長会、中学校長会、幼稚園長会、
認定こども園長会の代表者ならびに専門部長、事務局
員となっている。

(2) 外国語教育指導監が全小・中学校を巡回し、新学習指
導要領の目標に基づき，授業改善のための指導・助言
を行う。特に，小学校外国語の教科化に伴い、ALT 等
との効果的な協働授業（TT）のあり方や教員の英語
力向上に係る支援を行う。毎年、各小学校の低学年は
２～３回、中学年は３～４回、高学年は４～５回の割合で
参観し、授業の後で改善のポイントを助言している。

(3) 教育委員会では ALT（６名）の生活全般にわたる支援
を行う他、外国語活動支援講師（ネイティブスピーカー：
２名）と合同で月１回程度の割合で市教委主催の研修
を開催し、服務の確認をはじめ指導方法から日常生活
に至る情報交換を行っている。

２．小・中学校英語担当教員等の
指導力向上

　新たな指導法に対応するための研修を実施するととも
に、市内で統一した CAN－DOリストを作成するなどして、
授業を担当する者の指導力の向上を図っている。
(1) すべての小学校教員及び中学校の英語科教員が研修を

受講できるよう、夏季休業日等を利用し、指導力向上
に係る研修を実施し、授業の質の向上を目指している。

(2) 美馬地区中学校教育研究会英語部会と連携して、中学
校の英語科担当教員や ALT の授業研究や実践交流を
推進している。
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(3) 鳴門教育大学小学校英語教育センターと連携して、優
れた実践を行っている講師等を招き、講演・ワーク
ショップなどを開催し、英語教育の研修機会の拡充
を図っている。2020 年度は、小学校の外国語科の
評価方法に関する研修を行った。学校現場にとって、
行動観察やパフォーマンステストの導入など多様な
評価方法を学ぶ有意義で貴重な機会となった。

(4) デジタル教材・教科書や ICT 機器を活用した効果的な
授業、スピーチ・プレゼンテーション等を取り入れた授
業を推進している。本市はこれまで他の市町村に先が
けて、電子教科書や電子黒板等を市内小中学校に積
極的に導入してきた。特に小学校の外国語の指導にお
いては、子どもたちの興味関心を喚起し、理解を助け
るという点で、デジタル教科書や ICT 機器を活用した
視聴覚教材は大変効果的である。

(5) 中学校教員による校区内小学校の授業参観を実施して
いる。小学校でどのようなことを学び、経験し、どん
な知識を持っているかについて情報共有することで、
中学校でフォローすべきポイントが見えてくるととも
に、無駄を省いた効率的な授業づくりが可能となる。
また、ALT が小・中学校で教えていることも同様に
メリットがある。

3．ALT等を活用した英語の授業の推進

　 小・中学校における英語教育の授業においては、国際
交流を含めたコミュニケーション活動の中心に ALT を据え
た取組を行い、子どもたちが英語に触れる機会を増やして
いる。

(1) 現在、市内７中学校のうち、小規模校１校を除く６校に
ALT を常駐配置しており、定期的に校区内の小学校へ
も派遣している。外国語活動等における指導はもとよ
り、児童生徒と学校行事や学級活動等に積極的に参加
することなどにより、英語力のみならず異文化理解の
向上につながっている。

(2) 市内小学校５・６年生を対象に、夏休みに「イングリッ
シュデイ」を開催し、児童が学習した英語を使う機会
となるよう工夫している。（過去2 年間は、新型コロナ
ウイルス感染症の予防のために中止。）

(3) 小学校各学年に ALT 及び外国語活動支援講師を定期
的に派遣し、学級担任が主体となった協働授業（TT)
体制を築いている。TT の時間数については、小学校１・
２年生は年間１０時間、３・４年生は１８時間、５・６年生
は３５時間をめどに、計画的に実施している。

　また、低学年、中学年に対しては市教委で日本語版と英
語版（ALT 用）の指導案を作成して、学校現場の負担を軽
減するとともに、市として統一した指導に取り組んでいる。

4．英検受験に関する公費負担

　 国の第２期教育振興基本計画「生徒の英語力向上プラ
ン」で掲げる指標をもとに、英語検定を市内中学校３年生
が公費で受検できる機会を設定している。
(1) 中学校３年生の英検（３級以上）の受験費用１回分を公

費で負担している。
(2) 中学校３年卒業時に、英検３級以上の合格者を５０％以

上にすることを目指している。
　2021 年度において、本市中学校３年生全体の英検受験
率は５８％で、３級以上の合格率は４０％であった。

5．０歳児から中学校卒業までの　　
段階的な英語教育

　本市における０歳児から中学校卒業までの英語教育につ
いては、年間指導計画に基づき実施している。各学校等
の児童生徒等の実態に即した指導を行い、スムーズな接続
を効果的・効率的な英語教育の取組へとつなげている。
(1) 保育所・認定こども園・幼稚園では、英語に慣れ親し
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むことを目標とし、月２回程度の「英語あそび」の活
動を通して、聞くこと・話すことを体験できる環境づく
りに取り組んでいる。
　また、小規模保育所「ワールドキッズ mima」では、
民間事業者による英語保育を実施している。

(2) 小学校１・２年生では、聞くこと、話すことの言語活動
を通し、英語に慣れ親しむことのできる授業づくりに努
めている。幼稚園等で学んだ挨拶や単語を活用しなが
ら、英語の絵本等を使うなどして、担任と ALT との協
働授業（TT）を実施している。

(3) 小学校３・４年生では、聞くこと、話すこと〔やり取り〕、
話すこと〔発表〕の３領域の言語活動を通し、コミュ
ニケーションを図る素地を育成する授業づくりに努め
ている。

(4) 小学校５・６年生では、３領域に加え、読むこと、書く
ことの言語活動も含めた５領域の言語活動を通し、コ
ミュニケーションを図る基礎となる能力を育成する授業
づくりに取り組んでいる。

(5) 中学校では、ALT の増員により、TT による指導時間

を増やすとともに、ICT 機器を積極的に利用するなど
して、より効果的な指導を目指している。

6．学校環境等の英語化

　学校環境等の英語化には、教室等の英語名併記などの
ハード面と自然に児童生徒が英語を話すことができると
いったソフト面での環境づくりが重要である。ハード面での
整備がソフト面での充実につながることを踏まえ、ALT 等
との連携を重視しながら、施設・設備の一層の充実に努め
ている。
(1) 施設掲示版や各教室等における英語名の併記、英語

コーナーの設置、階段を利用した英語の掲示等、各
学校等において英語に親しむ環境づくりに努めている。
また、イングリッシュルームを設置している学校も複数
校あり、掲示物を工夫するとともに、毎年使う教材を
分類して蓄積するなどして、教員の負担軽減につなげ
ている。

(2) 保育所・認定こども園・幼稚園で、ALT 等のネイティ
ブスピーカーとの触れ合いを通して、英語に親しめる
環境づくりに努めている。

7．英語による学習成果の発表の機会

　ALT 等との連携を重視しながら、子どもたちが学習成果
を披露できる場を作っている。
(1) 学校行事の際に、英語劇や英語によるスピーチなどを

実施し、子どもたちが日頃の学習の成果を発表できる
機会を設定している。　　　　　　　　　　　　　　
　毎年開催される美馬地区中学校英語スピーチコンテ
ストでは、鳴門教育大学の教授２名と共に外国語教育
指導監が審査員として参加している。

(2) 英語教育、外国語活動における各学校の取組を保護者
等に HP 等で積極的に発信している。

8．アンケート（教職員・児童対象）の実施

　推進計画に基づき、目標を設定し、年間指導計画の実
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施に積極的に取り組んでいるが、達成状況を把握するため
の一環として、小学校の外国語活動・外国語教育を担当
している教員及び３年生から６年生までの全児童を対象に、
毎年アンケートを実施している。

〔 2021 年度の結果から 〕

○教職員（63 名）
・担任と ALT との TT 授業において「担任が主導的な立

場（T1）で行う」との回答が、推進計画実施前年の
2017 年から毎年増えており、2021 年は T1 の立場が
T2 を逆転した。

　
平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

％ 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年
3 主導的（Ｔ１） 3 28 30 35 47
2 副主導的（Ｔ２） 88 51 52 45 43
1 どちらともいえない 9 21 18 20 10
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・2020 年度と比較し、外国語の授業への負担について
は、「大いに感じる」との回答が２０％から１０％へと半減し、

「あまり感じない」との回答が２７％から３８％へと大きく
増加している。

・９５％の担任が「児童が積極的に取り組んでいる」と回答
している。

○児童（3･4 年生 389 名、5･6 年生 393 名）
・毎年、約８割の児童が「外国語活動、外国語の授業が好

き」と回答している。
・多くの児童が自由記述で、「英語を話せるようになりた

い。」「英語を書ける・読めるようになりたい。」と回答し
ている。

・８割以上の児童が、「英語の勉強は大切だ」と思っており、
その理由として多くの児童が「高校などの受験に必要」、

「外国人とのコミュニケーションがとれる」、「将来仕事に
必要」、「海外旅行に行きたい」と回答している。

おわりに

〔 成果 〕

　保育所・認定こども園、幼稚園において、歌や遊びを楽
しみながら英語に触れ親しむという体験が、小学校からの
外国語活動、外国語教育へのスムーズな移行につながって
いる。また、ネイティブスピーカーの指導により、正確な
発音やイントネーションを身につけることができている。さ
らに、市内の全小学校が同一歩調で外国語活動や外国語
教育に取り組むことができており、担任の先生方も ALT と
の協働授業（TT）において自信をもち、積極的に T1 とし
ての役割を果たすことができるようになっていることがあげ
られる。これらの結果として、子どもたちも外国語や異文
化に興味関心を持ち、意欲的に自信をもって学習に取り組
むことができている。

〔 課題 〕

　就学前、小学校、中学校のそれぞれの発達段階を考慮
した上で、時代の変化に対応しながらより効果的な英語教
育への取組を目指す必要がある。さらに、それぞれの教育
の場における成果をいかにスムーズに接続していくかとい
う点も重要である。例えば、小学校ではペア・グループ活
動、発表活動などのように経験や知識を生かす授業づくり
に取り組んでいるが、中学校に入ると大量の文字や文法学
習が始まり、子どもたちが英語嫌いになる可能性がある。

　本年2月に第３次美馬市教育振興計画が策定され、それ
をもとに現在第二期（２０２３年 ～ ２０２７年）の「美馬市英
語教育推進計画」を策定中である。グローバルな社会で
活躍できる人材の育成を目指して、小・中学校での ALT
や外国語活動支援講師を活用した授業を一層推進し、英語
教育をさらに充実させるとともに、児童生徒の外国語活動
への意欲を高めていく。また、国際交流員等との交流の機
会を増やし、教科横断的な視点からも国際理解教育を一層
推進していく。
　０歳児から中学校卒業までの一貫した先進的な英語教育
を実現することにより、将来、美馬市の子どもたちが、積
極的に人と交流できるコミュニケーション能力を身に付け、
地域社会のみならず国際社会で活躍できる人材となるよう
願っている。


